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　みなべ町では、東日本大震災の被害状況を踏まえ、今後予想される南海トラフ巨大地震による津波想定に備える
べく、防災体制の整備を急務としています。その一環として、東吉田・南道小山田地区において、非常時の避難の拠点
となる防災拠点整備を進めています。

主な整備計画について（上記イメージ図を参照）
　①防災広場（約3,000㎡、海抜16ｍ）②園庭、駐車場（約5,000㎡、海抜22ｍ）
　　非常用マンホールトイレなどの防災施設を整備し、一時避難場所の拠点とする計画です。
　③認定こども園、子育て支援センター（約5,000㎡、海抜22ｍ）
　　認定こども園は１階建て（規模2，300㎡、定員は160人）で、令和４年４月開園を予定しています。
　　子育て支援センターは、こども園などを利用する前のお子さんと保護者の皆さんの交流拠点となる
　　施設で、両施設とも福祉避難所となります。
　④備蓄広場（約2,000㎡、海抜22ｍ）
　　備蓄倉庫兼消防車庫詰所として整備します。
　⑤避難路
　　東吉田大塚地区から県道中芳養南部線まで（延長約300ｍ、幅員5.0ｍ）、と県道中芳養南部線から
　　防災拠点終点まで（約500ｍ、幅員9.25ｍ歩道含）を既存道路の拡幅、延長により整備します。

お問い合わせ先　総務課消防防災室（℡ ７2－２１４２）

防災拠点整備工事を進めています 新年のごあいさつ

「
う
め
」が
つ
な
ぐ
縁
、令
和
の
新
時
代
へ

　
　
み
な
べ
町
長
　
小
谷
芳
正

令
和
、新
時
代
を
迎
え
て

　
　
み
な
べ
町
議
会
議
長
　
下
村
　
勤

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
も
新
た
に
清
々
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
元
号
が
令
和
と
な
っ
て
初
め

て
の
お
正
月
を
お
迎
え
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
新
元
号
は
、
初

め
て
国
書
で
あ
る
万
葉
集
の
中
よ

り
選
ば
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
れ
も

梅
花
の
前
書
き
の
部
分
よ
り
、
令

和
と
定
め
ら
れ
、
み
な
べ
町
の
花

も「
う
め
」に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
も
何
か
の
縁（
え
に
し
）と
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
は
、
健
康
長
寿

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
平
素
は
、
議
会
活
動
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
台
風
15
号
、
19
号

と
頻
繁
に
本
土
に
襲
来
し
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
せ
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
心
中
よ

り
、お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
に

よ
り
、
毎
年
巨
大
な
台
風
が
上

陸
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
と
し
ま
し
て
も
、
防
災
減

災
対
策
は
急
務
で
あ
り
、
現
在

の
時
代
と
な
り
ま
す
よ
う
万
能
薬

と
し
て
の
梅
干
を
毎
日
食
べて
、一

日
で
も
健
康
で
長
生
き
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
の
思
い
で
、
全
国
に

向
け
、
み
な
べ
町
を
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
、
国
に
お
い
て
国
土
強
靭
化

に
向
け
、
各
種
施
策
が
検
討
さ
れ

て
お
り
、
み
な
べ
町
に
お
い
て
も

町
民
の
安
全
、
安
心
を
将
来
に
わ

た
って
、し
っ
か
り
支
え
る
た
め
に
、

健
康
や
福
祉
面
で
、
ま
た
教
育
面

に
お
い
て
、
夢
と
希
望
の
持
て
る

年
と
す
る
た
め
、
国
や
県
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
職
員一丸
と
な
って

頑
張
って
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

着
工
中
の
防
災
広
場
は
、
一日
も

早
く
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

す
べ
て
の
町
民
が『
安
心
、
安

全
で
過
ご
せ
る
町
づ
く
り
』の
実

現
に
向
け
、
議
会
と
し
て
も
執
行

機
関
に
提
言
し
、
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
新
時
代
を
迎
え
、
町
の

農
林
商
工
水
産
業
の
発
展
は
も
と

よ
り
、
若
年
層
に
も
十
分
魅
力

あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
実
現
を
目

指
し
、
都
会
へ
の
流
出
に
歯
止
め

を
か
け
る
対
策
な
ど
山
積
し
て
い

る
諸
問
題
解
決
の
た
め
、
尚一層

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町

民
の
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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　　 私たちは町の
民生委員児童委員・主任児童委員です

主 任 児 童 委 員

　新しい民生委員児童委員45人（うち主任児童委員3人）が決まりました。
任期は令和元年12月1日～令和４年11月30日までの3年です。

民生委員児童委員とは
　民生委員は、民生委員法に基づき、厚生労働大臣か
ら委嘱された非常勤の地方公務員です。また、民生委
員は児童福祉法に定める児童委員を兼ねています。
　活動としては、それぞれが担当する区域において、
住民の生活上のさまざまな相談に応じ、必要な支援が
受けられるよう行政や専門機関との「つなぎ役」をして
くれています。

　生活や子育ての悩みなど、なんでもご相談ください。くわしくは、住民福祉課（℡ ７２－２１６１）へ。

主任児童委員とは
　民生委員児童委員の中から厚生労働大臣により

「主任児童委員」に指名されています。
　担当区域を持たず、児童に関することを専門的に担
当します。
　民生委員児童委員と連携しながら子育ての支援や
児童健全育成活動などに取り組んでいます。

担 当 地 区と氏 名
【敬称略】

小
こたに

谷　繁
しげる

井
いかわ

川　良
よしみ

美

 後
うしろ

　伸
のぶお

夫 

森
もり

　伸
のぶたか

高

糸
いとかわ

川　寛
ひろし

にしかわ

川　和
かずよ

代

片
かたおか

岡　定
さだこ

子

中
なかた

田　洋
ようこ

子

山
やまだ

田　忠
ただみ

美

大
おおさき

﨑　智
ともみ

美

新
しんざき

﨑　康
こういち

一

田
たばた

端　祐
ゆみこ

美子

東
あづま

　サトミ

 前
まえだ

田　米
よねしげ

茂

勝
かつまた

股　さよ子

矢
やた

田　巳
みさこ

佐子

堀
ほりぐち

口　淳
じゅんいち

一

藤
とうろく

六　眞
まき

紀

吉
よしみず

水　美
みつよ

津代

川
かわぐち

口　武
たけし

植
うえむら

村　紀
きみこ

美子

矢
やぐら

倉　依
よりこ

子

石
いしばし

橋　幸
さちよ

代

湯
ゆかわ

川　由
よしひろ

弘

谷
たにかわ

川　和
かずひさ

久

中
なかいえ

家　長
たけひさ

久

畑
はたざき

崎　保
やすお

男

望
もちづき

月　和
かずお

夫

大
おおの

野　
やすひこ

彦

小
こやま

山　和
かずこ

子

中
なかがわ

川　伸
しんこ

子

 東
ひがし

　栄
えいこ

子 

榎
えのもと

本　尚
たかこ

子

片
かたい

井　章
あきら

榎
えのもと

本　町
まちよ

代

鈴
すずき

木　寛
かんいち

一

 山
やまさき

﨑　憲
けんじ

治

久
くぼ

保　眞
ますみ

澄

井
いかわ

川　和
かずよ

代

平
ひらやま

山　 香
かおる

にしの

野　順
じゅんこ

子

野
のだ

田　光
みつこ

子

伏
ふしみ

見　和
かずみ

美

児
こだま

玉　多惠子

宮
みやもと

本　崇
たかし

堺

　 北 道

滝

徳 蔵

　 新 町

西 本 庄

谷 口

埴 田

東 本 庄

東 岩 代

埴 田

晩 稲

山 内

　 新 庄

清 川
（ 大 川 ）

町内全域

東 吉 田

清 川
（木の川）

町内全域

　 芝 崎

広 野
島 之 瀬

　 芝

高 野

堺

　 南 道

熊 瀬 川

熊 岡

　 北 道

西 本 庄

筋

片 町

東 本 庄

西 岩 代

埴 田

晩 稲

東 岩 代

千 鹿 浦

清 川
（名之内）

気 佐 藤

清 川
（軽井川）

町内全域

　 芝 崎

東神野川

芝 崎

土 井
市 井 川

再 任

再 任

再 任

再 任

再 任

新 任

新 任

再 任

再 任

再 任

再 任

再 任

再 任

再任

新 任

再 任

新 任

新 任

再 任

再 任

再 任

再 任

再 任

新 任

新 任

再 任

新 任

再 任

再 任

再 任

再 任

新 任

再 任

新 任

再 任

再 任

再 任

再 任

新 任

再 任

再 任

再 任

新 任

再 任

再 任
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第
14
回　

み
な
べ
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

11
月
17
日（
壮
年
野
球
の
み
17
日

と
24
日
の
２
日
間
）に
第
14
回
み
な
べ

町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
町
体
育
協
会
主

催
）が
、
町
内
各
運
動
広
場
や
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
種
目
の
競
技
に
４
４
８
名
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
各
種
目
で
入
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。［
敬
称
略
］

●
男
性
の
部

１
位　
松
浦
堅
児

２
位　
西
端
成
治

３
位　
室
井
球
男

●
女
性
の
部　

１
位　
新
川
玲
子

２
位　
泰
地
登
志
子

３
位　
大
塚
柢
子

●
中
学
生
男
子
の
部　

１
位　
米
澤　
諒
・
田
中
克
典

２
位　
小
山
亮
介
・
山
田
歩
輝

３
位　
中
本
翔
瑛
・
泰
地
桜
佑

●
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン

１
位　
辻
本
裕
紀
・
佐
々
木
浩
輝

●
中
学
生
女
子
の
部　

１
位　
岡
﨑
世
依
・
田
上
倖
愛

２
位　
新
谷
真
央
・
﨑
山
日
晴

３
位　
玉
置
杏
美
侑
・
小
松
愛
美

●
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン

１
位　
泰
地
彩
央
・
小
野
結
生

●
一
般
Ａ
級
の
部

１
位　
爰
川
真
慶
・
中
井
悠
介

２
位　
石
川
直
人
・
阪
本
広
大

３
位　
山
中
泰
介
・
栗
山
大
介

●
一
般
Ｂ
級
の
部

１
位　
矢
倉
佳
奈
・
籠
畑
茉
耶

２
位　
東　
孝
俊
・
吉
村　
基

３
位　
大
谷
仁
宏
・
大
谷
和
輝

　
　
　
　

●
男
性
の
部

１
位　
左
巴
福
大

２
位　
芝　
洋

３
位　
前
田
和
志

●
女
性
の
部

１
位　
弓
倉
香
苗

２
位　
出
嶋
彩
那

３
位　
中
村
佳
朱
美

●
学
生
の
部

１
位　
岩
本
和
真
・
寺
柿
了
輝

２
位　
永
井
海
斗
・
細
川
智
秋

３
位　
小
山
巧
真
・
山
下
友
綺

●
一
般
の
部

１
位　
岡
本
真
治
・
竹
本
裕
子

２
位　
岡
本
和
浩
・
花
村
千
栄

３
位　
榎
本　
周
・
榎
本
恵
子

優　
勝　
カ
ー
ボ
ン
ズ

　
濱
本
進
平・有
本
貴
志・石
丸　
全・

楠
本
遼
一
・
西
村　
陸

準
優
勝	

ア
リ
ソ
ッ
ク

　
　優　

勝　
上
南
部
中
学
校
野
球
部

　

桐
本
倖
大
朗
・
久
保
佳
介
・
崎
山

桃
児
・
前
芝
桜
介
・
坪
田
響
介
・
山

﨑
惇
平
・
井
口
宗
大
・
関　

睦
生
・

月
向
直
人・森
本
梗
太
郎・楠
山　
巧・

山
本
尚
貴

準
優
勝　
岩
代

　

爰
川
友
志
・
大
江
真
範
・
久
保
人

志
・
石
大
敏
也
・
島
倉　
一・
水
口
知

樹・羽
柿
友
祐・冨
貴一誠・松
川
和
敬・

大
江
享
平
・
堀　
剛
志
・
寺
本
和
貴

優　
勝　
審
判
団

　
植
野　
功・谷
本　
智・山
﨑
智
弘・

水
﨑
貴
央
・
土
井
祥
裕
・
片
井
久
登
・

道
本
勇
人
・
山
本
茂
芳
・
下
浦
智
久
・

下
浦　
学
・
東　
修
司
・
﨑
山
晃
市
・

平　
喜
之
・
長
瀬
一
也
・
市
井
芳
明
・

寺
本
俊
夫
・
細
川
安
弘
・
大
前　
崇
・

松
村
久
夫
・
松
川
守
一

準
優
勝　
東
吉
田

　
森　
健
一・楠
本
修
三・西
端
俊
彦・

阪
口
史
彦
・
三
木
秀
夫
・
泰
地
大
和
・

松
本
航
平
・
谷　
雅
俊
・
中
本
喜
裕
・

丸
山
満
男・太
田
尚
武・井
上
喜
一
郎・

湯
川
佳
基
・
東　
司
・
福
本
和
也

　
　
　
　

　
①
瀧
谷
陽
斗	

（
南
部
3
年
）

	
タ
イ
ム　
10
分
21
秒

　
②
山
下
陽
生	
（
田
辺
１
年
）

　
③
森
本
梗
太
郎	（
上
南
部
1
年
）

　
　
　
　
　

　
①
前
岩
佑
奈

	

タ
イ
ム　
７
分
22
秒

　
②
岡
田
結
衣

　
③
長
坂
涼
香

　　
　
　
　
　

　
①
由
良
勇
人

	

タ
イ
ム　
９
分
59
秒

　
②
田
中
信
弘

　
③
溝
口
倫
生　

　
12
月
７
日
、
第
13
回
町
内
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
高
城
地
内
で
開
催
さ
れ
、
未

就
学
児（
年
中
以
上
）か
ら
一
般
ま
で

２
６
１
人
が
参
加
し
、
保
護
者
な
ど

が
見
守
る
中
、
力
い
っ
ぱ
い
走
り
ま
し

た
。

　
各
部
門
の
３
位
ま
で
は
、
次
の
皆
さ

ん
で
す
。〔
敬
称
略
〕

　
①
池
田　
翼
・
池
田
拓
也

	
	

（
清
川
保
）

	

タ
イ
ム　
３
分
38
秒

　
②
大
井
飛
慧
・
大
井
宏
通

	
	

（
上
南
部
こ
ど
も
園
）

　
③
串
野
颯
星
・
串
野
正
和

	
	

（
清
川
保
）

　　
①
小
谷
玲
奈	

（
岩
代
２
年
）

	

タ
イ
ム　
４
分
27
秒

　
②
山
本
莉
央	

（
岩
代
２
年
）

　
③
安
田
悠
乃	

（
南
部
１
年
）

　
①
久
保
樹
生	

（
上
南
部
２
年
）

	

タ
イ
ム　
４
分
14
秒

　
②
大
井
悠
跳	

（
上
南
部
２
年
）

　
③
横
山
幸
太
朗	（
岩
代
１
年
）

　　　
①
安
田
彩
乃	

（
南
部
４
年
）

	

タ
イ
ム　
３
分
49
秒

　
②
前
田
柚
葉	

（
上
南
部
３
年
）

　
③
中
西
の
の
か	

（
岩
代
３
年
）

　  

①
森　
寛
太	

（
南
部
４
年
）

	

タ
イ
ム　
３
分
47
秒

　
②
寺
村
大
輝	

（
南
部
４
年
）

　
③
前
田
壮
二
郎	（
南
部
４
年
）

　
　

　
①
杉
本
日
菜
乃	（
岩
代
）

	

タ
イ
ム　
６
分
05
秒

　
②
玉
置
莉
奈	

（
南
部
）

　
③
石
丸
万
葉	

（
南
部
）

　
　

　
①
山
下
千
翔	

（
上
南
部
）

	

タ
イ
ム  

５
分
40
秒

　
②
道
本
旬
亮	

（
高
城
）

　
③
中
西
大
空	

（
岩
代
）

　
　

　
①
早
田
す
ず
な（
清
川
）

	

タ
イ
ム　
６
分
34
秒

　
②
大
前
璃
音	

（
高
城
）

　
③
濱
田
來
花	

（
岩
代
）

　
　

　
①
永
井
連
太
郎（
上
南
部
）

	

タ
イ
ム  

５
分
12
秒

　
②
大
川
綾
斗	

（
南
部
）

　
③
鴻
谷
勇
仁	

（
岩
代
）　

        

　
　
　

　
①
橋
本
日
菜
子	（
高
城
２
年
）

	

タ
イ
ム　
７
分
52
秒

　
②
森
川
り
な	

（
南
部
１
年
）

　
③
野
中
葉
月	

（
上
南
部
２
年
）

第
13
回　

町
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門（
8
0
0
m
）

小
学
生
１・２
年
女
子（
１
㎞
）

小
学
生
１・２
年
男
子（
１
㎞
）　

小
学
生
５
年
男
子（
1・5
㎞
）

中
学
生
男
子（
３
㎞
）

一
般
女
子（
２
㎞
）

一
般
男
子（
３
㎞
）

小
学
生
６
年
女
子（
1・5
㎞
）

小
学
生
６
年
男
子（
1・5
㎞
）

中
学
生
女
子（
２
㎞
）　

小
学
生
３・４
年
女
子（
１
㎞
）

小
学
生
３・４
年
男
子（
１
㎞
）　

小
学
生
３・４
年
男
子（
１
㎞
）

小
学
生
５
年
女
子（
1・5
㎞
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ〔
参
加
者
21
名
〕

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス〔
参
加
者
84
名
〕

卓
球〔
参
加
者
41
名
〕

バ
ド
ミ
ン
ト
ン〔
参
加
者
24
名
〕

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル〔
参
加
者
82
名
〕

５
人
制
サ
ッ
カ
ー〔
参
加
者
24
名
〕

壮
年
野
球〔
参
加
者
１
７
２
名
〕
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　中家さんは、民生委員児童委員の副会長、会長を
合わせて20年間務められ、現在も会長として、委員の
方々に助言や指導を行ったり、会の円滑な運営に尽力
されています。
　また、住民の立場に立って相談に応じ、必要な支援を
行うなど地域福祉の増進に多大な貢献をされました。
　それらの功績が認められ全国民生委員児童委員連
合会会長表彰を受賞されました。

　11月22日に愛之園保育園の年長児17名が勤労感
謝の日の訪問で町長室に来てくれました。
　子どもたちは「いつもお仕事ありがとうございます。
どうぞ受け取ってください。」と町長にクリスマスリース
をプレゼントしてくれました。
　子どもたちは、少しの時間ですが、町長と楽しそうに
お話をしていました。

　南さんから「町の自然環境保護のために使ってくだ
さい」と、多額のご寄付をいただきました。南さんのお
父様は後藤清さん（故人）で、永年にわたり、町のウミガ
メの保護活動に多大な貢献をされた方です。
　12月３日に町長室で町から感謝状を贈呈しました。
　いただいたご寄付は、町の自然環境保護のために活
用させていただきます。ありがとうございました。

中
なかいえ

家長
たけひさ

久さんが全国民生委員児童委員連合会会長表彰を受賞

愛之園保育園が勤労感謝の日の訪問

南かよ子さんに感謝状を贈呈

　プレミアム付商品券事業は、消費税率の引き上げによる住民税非課税・子育て世帯の消費に与える影響を緩和す
るとともに、地域における消費を喚起・下支えすることを目的としています。
　対象の方には、「プレミアム付商品券購入引換券」を郵送していますので、購入がまだの方で購入を希望される方
は、「プレミアム付商品券購入引換券」と運転免許証などの身分証明書を必ずご持参のうえ、購入手続きをお願いし
ます。　※使用できる店舗は下記のとおりで、使用期限は令和2年2月29日㈯までです。

 ◆購入期限　令和２年２月１４日（金）（土・日・祝日、年末年始は除く）
 ◆購入場所　みなべ町役場総務課

みなべ町プレミアム付商品券の購入期限について
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日
時　
１
月
26
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
開
演

場
所　
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー　

講
演　
「
身
も
心
も
ヨ
ガ
で
美
し
く
」

講
師　
Ｍ
a
r
i
k
o

　
　
　
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

　
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
お
楽
し
み
も
…
！

大
勢
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
学
習
課

（
℡
74 

‐ 

3
1
3
4
）ま
で
。

　
み
な
べ
文
芸
で
は
、『
随
筆
み
な
べ
』

第
66
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
ゆ
め
よ
み
館
や
各
公
民
館
で
閲
覧
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

南
部
公
民
館
で
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、会
員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、南
部
公
民
館（
℡
72 

‐ 

1
4
0
0
）へお
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

案
内
し
て
い
き
ま
す
。

　
受
領
地
区
に
あ
る
奧
み
な
べ
梅
林
を

ガ
イ
ド
と
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
16
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時

　
（
受
付　
午
前
９
時
30
分
～
）

集
合
場
所　

和
歌
山
県
う
め
研
究
所

職
員
駐
車
場（
東
本
庄
１
４
１
６‐７
）

コ
ー
ス

出
発　

午
前
10
時　

県
う
め
研
究
所

→
金
比
羅
さ
ん
→
お
地
蔵
さ
ん
・
薬

師
堂
→
受
領
会
場
・
観
音
さ
ん
→
奧

み
な
べ
梅
林
の
丘
→
受
領
会
場
前　

解
散　
午
後
０
時（
予
定
）

※
雨
天
中
止

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

駐
車
場

県
う
め
研
究
所
職
員
駐
車
場

申
込
み
方
法

　

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の「
奧

み
な
べ
梅
林
ウ
ォ
ー
ク
申
込
み
フ
ォ
ー

ム
」
か
ら
申
し
込
む
か
、
各
公
民
館
、

う
め
振
興
館
、
役
場
う
め
課
に
設
置

※
出
店
申
込
書
の
用
紙
は
、
う
め
課

及
び
各
公
民
館
に
お
い
て
い
ま
す
。
町

や
み
な
べ
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
み
な
べ
町
役
場　
う
め
課

　
℡ 

33‐９
３
１
０　

　
FAX 

72‐３
８
９
３

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
um
eka@

tow
n.m
inabe.lg.jp

　

梅
の
花
が
咲
き
始
め
る
と
、
早
春

を
求
め
る
大
勢
の
観
梅
客
で
賑
わ
う
季

節
が
や
って
き
ま
す
。

梅
林
の
開
園
予
定

　
南
部
梅
林　
２
月
１
日（
土
）～

　
奧
み
な
べ
梅
林　
２
月
中
旬
～

　
開
園
中
の
土
・
日
・
祝
日
に
は
、
色
々

な
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
町

内
外
の
ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど
を
誘
っ

て
、「
日
本
一
の
梅
の
里
」の
景
色
や

香
り
を
ご
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
梅
林
の
開
花
状
況
や
催
し
案
内
は
、

各
梅
林
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
観
光
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
随
時
、
ご

し
て
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
役

場
う
め
課
宛
て
に
フ
ァ
ッ
ク
ス（
72
‐

３
８
９
３
）、
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
み
締
切　
１
月
31
日（
金
）

定
員　
40
名

お
問
い
合
わ
せ
先

　
み
な
べ
観
光
協
会　

　
℡
０
７
３
９ 

‐ 

74 

‐ 

８
７
８
７

　

消
防
団
で
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
こ
の
時
期
に
、
町
内
を
巡
回
し
、

火
災
予
防
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
で
す
。
ち
ょっ
と
し
た
油

断
が
大
き
な
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

台
所
や
暖
房
器
具
な
ど
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ひ
と
つ
ず
つ　
い
い
ね
！
で
確
認　

火
の
用
心

（
令
和
元
年
度
全
国
統一防
火
標
語
）

お
友
達
な
ど
を
誘
っ
て
梅
林
へ

総
務
課（
℡
72-

２
０
５
１
）か
ら

奧
み
な
べ
梅
林
ウ
ォ
ー
ク
の

参
加
者
募
集

第
５
回
み
な
べ
女
性
大
会
の

ご
案
内 み

な
べ
女
性
会
か
ら

開
催
日
時

　
令
和
２
年
２
月
９
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
小
雨
決
行
、
売
り
切
れ
次
第
終
了
。

開
催
場
所

　
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
）

出
店
資
格

　
●
出
店
車
両
は
原
則
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

も
し
く
は
軽
箱
バ
ン
に
限
る

※
飲
食
関
連
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
露

天
で
の
食
品
営
業
許
可（
移
動
販
売
）

を
お
持
ち
の
方
。

　
鮮
魚
に
つ
い
て
は
、
使
用
す
る
自
動

車
で
魚
介
類
販
売
業（
移
動
販
売
）の

許
可
を
お
持
ち
の
方
に
限
り
ま
す
。

出
店
費
用　
無
料

募
集
台
数　
20
台

募
集
締
切

　

令
和
２
年
１
月
17
日（
金
）午
後
５

時
ま
で

※
出
店
予
定
台
数
を
超
え
る
場
合
は
、

先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
方
法

　

出
店
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
う
め
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

年
が
明
け
た
ら
申
告
シ
ー
ズ
ン
で

す
。
そ
ろ
そ
ろ
申
告
の
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

令
和
元
年
分
、
確
定
申
告
及
び
町
県

民
税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
２
月
13
日（
木
）か
ら
３

月
16
日（
月
）ま
で
の
期
間
中
、
申
告

相
談
と
申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
期
間
前
の
申
告
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

御
坊
税
務
署（
℡ 

０
７
３
８ 

‐ 

２
２ 

‐ 

０
６
９
５
）ま
た
は
、
役
場
税
務
課
へ
。

※
申
告
相
談
の
く
わ
し
い
日
程
に
つ
い

て
は
、
来
月
の
広
報
紙
と
一
緒
に
お
配

り
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

待
ち
時
間
が
少
し
で
も
短
く
な
る
よ

う
、
決
算
書
は
必
ず
作
成
の
う
え
、

ご
来
場
願
い
ま
す
。

記
載
の
対
象
は

　
○
支
払
者

　
○
支
払
を
受
け
る
者

　
○
控
除
対
象
配
偶
者

　
○
控
除
対
象
扶
養
親
族

　
○
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族

と
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

　

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
期
限
は

令
和
２
年
１
月
31
日
で
す
。

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

領
収
書
の
添
付
が
不
要
に
な
り
、
代
わ

り
に「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
医
療
費
の
領
収
書
は
自

宅
で
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

明
細
書
の
記
載
方
法
は
、
医
療
を

受
け
た
人
・
病
院
・
薬
局
ご
と
に
医
療

費
を
合
計
し
て
記
載
し
ま
す（
医
療
保

険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療
費
通

知
を
添
付
す
る
と
、
明
細
の
記
入
を

省
略
で
き
ま
す
）。

　
明
細
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、

み
な
べ
町
役
場
税
務
課
に
も
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
ま
で
に
明
細

書
を
完
成
さ
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
軽
ト
ラ
市
を
開
催
し
ま
す

（
Ｕ
Ｍ
Ｅ 

‐ 

１
フェス
タ
同
時
開
催
）。

　

軽
ト
ラ
市
と
は
、複
数
の
軽
ト
ラ
ッ

ク
が
一
堂
に
会
し
、荷
台
を
店
舗
に
見

立
て
、農
林
水
産
物
、加
工
品
、商
工
業

品
等
を
販
売
す
る『
市
』の
こ
と
で
す
。

　
魅
力
あ
る
農
産
品
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、
お
客
様
の
声
を
直
接
聞
く
こ

と
が
で
き
る
良
い
機
会
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

くらし
の

情  報

税
務
課（
℡
72-

2
1
6
2
）か
ら

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に

所
得
税
の
確
定
申
告・住
民
税

の
申
告

み
な
べ
軽
ト
ラ
市

出
店
者
の
募
集

う
め
課（
℡
33-

9
3
1
0
）か
ら

給
与
支
払
報
告
書
に
個
人
番
号

の
記
入
を
忘
れ
ず
に
！

医
療
費
控
除
を

受
け
ら
れ
る
方
へ

『
随
筆
み
な
べ
』第
６６
号
発
行

み
な
べ
文
芸
か
ら

消
防
団『
冬
季
特
別
警
戒
』を

実
施
!

１
月
10
日（
金
）～
２
月
27
日（
木
）
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な
ど
の
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い
る

若
者
や
そ
の
保
護
者
の
方
の
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
直
接
、
ご
相
談
に

お
越
し
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

〔
相
談
は
〕

　

南
紀
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
田
辺
市
高
雄
一
丁
目
23
番
１
号　

田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
北
館（
℡
25 

‐ 

２
１
１
１
））

※
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
74 

‐ 

３
３
３
７
）で
も
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
保
健
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

～「
和
歌
山
県
就
活
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
合
同
企
業
説
明
会
の
開
催
に
つ

い
て
～

　

和
歌
山
県
で
は
、
結
婚
や
出
産
等

で
離
職
し
た
女
性
、
定
年
退
職
さ
れ

た
方
、
県
外
か
ら
の
U
・
I 

タ
ー
ン

等
で
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対

象
に
次
の
と
お
り
合
同
企
業
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
田
辺
会
場（
30
社
参
加
予
定
）

日
時　
令
和
２
年
２
月
10
日（
月
）

　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時　

場
所　
紀
南
文
化
会
館　
小
ホ
ー
ル

　
　
　
田
辺
市
新
屋
敷
１

◆
和
歌
山
会
場

　
（
１
０
０
社
参
加
予
定
）

日
時　
令
和
２
年
２
月
18
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時　

場
所	

和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛　

大
ホ
ー

ル
・
展
示
ホ
ー
ル　

和
歌
山

市
手
平
２
丁
目
１ 

‐ 

２

※
事
前
申
込
み
い
た
だ
く
と
受
付
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

和
歌
山
県
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
℡　
０
７
３ 

‐ 

４
２
１ 

‐ 

８
０
８
０　

　
FAX 　
０
７
３ 

‐ 

４
２
４ 

‐ 

０
２
３
０

※
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
参
加
を
予
定
し
て
い
る
企
業

の
企
業
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

業
セ
ン
サ
ス
」を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農
林
業
・

農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

　

令
和
２
年
１
月
中
旬
か
ら
調
査
員

が
農
林
業
関
係
者
の
方
々
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経
営

状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ
い

て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

若
者（
15
歳
～
概
ね
40
歳
ま
で
）の

就
職
や
進
学
、
職
業
訓
練
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

●
何
か
を
始
め
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
。

●
働
く
こ
と
に
自
信
が
な
い
。

●
人
間
関
係
が
苦
手
で
社
会
へ
出
る
こ

と
に
抵
抗
が
あ
る
。

●
仕
事
や
学
校
に
行
か
ず
、
家
族
以
外

の
人
と
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

安
全
点
検
の
結
果
、
危
険
個
所
が

見
つ
か
り
通
行
止
め
と
し
て
い
た
南
部

北
一
番
踏
切
歩
道
橋
の
撤
去
工
事（
夜

間
工
事
）を
実
施
し
ま
す
。

工
事
期
間　

令
和
２
年
１
月
８
日
～

１
月
29
日

　
工
事
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
２
年
２

月
１
日
現
在
で
、「
２
０
２
０
年
農
林

南
部
北一番
踏
切
歩
道
橋

撤
去
工
事
の
お
知
ら
せ

建
設
課（
℡
33-

9
3
7
0
）か
ら

インフルエンザの対象者
　昭和29年10月１日以前に生まれた方
　インフルエンザ予防接種を町の補助を受けて接
種できるのは、令和２年１月31日までです。
　接種を希望される方は、お早めに。
成人用肺炎球菌の対象者
　今年度65・70・75・80・85・90・95・100歳以上にな
る方
　対象の方には、予診票を送付しています。
　令和２年3月31日までに接種してください。

1月のトレーニング教室

マタニティー＆ベビーサロン

インフルエンザ・成人用肺炎球菌の
予防接種はおすみですか

1月・２月は「はたちの献血キャンペーン」月間
献血にご協力をお願いします

年末年始（12月30日～1月3日）
もし、急病になったら…

田辺広域休日急患診療所へ
℡26-4909
田辺市高雄一丁目23-1・田辺市民総合センター内
◆診療科目　内科・小児科・歯科の応急診療
◆受付時間　9：00～11：30、13：00～17：00

開催日	 １月10日・17日・24日・31日の金曜日
	 18：00～21：00　
	 　トレーニングマシン等による自由運動
	 20：00～21：00	健康リズム体操（音楽に

　合わせて行う楽しい体操です。）
場　所	 はあと館（社会福祉センター）
対　象	 町内在住・在勤の成人の方

日　時　１月21日（火）10：00～11：30
場　所　ふれ愛センター
対　象　妊婦または小さなお子さんの保護者

※マタニティのお母さん同士の仲間づくりの場です。

※献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本
人であることを証明できるもの（運転免許証など）
をお持ちください。

相談日　１月23日（木）	13：30～
場　所　みなべ町保健福祉センター
　　　　（ふれ愛センター）※秘密は厳守します
予約・お問い合わせ
　ひなたの森（NPO法人ハートツリー）
　（℡33-7850）
　ふれ愛センター　保健師
　（℡74-3337）

1月3日（金）
	　9：30～12：00／13：00～16：00
　バリューハウス南部店様駐車場
（南部ライオンズクラブ・町共催）

ひきこもり相談

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

が
実
施
さ
れ
ま
す

若
者
の
就
学・進
学
な
ど
を

支
援
し
ま
す

再
就
職
を
お
考
え
の
方
へ

総
務
課（
℡
72-

2
0
5
1
）か
ら

健
康
長
寿
課（
℡
74-

3
3
3
7
）か
ら

　

県
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
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1月のテーマ展示
「原作本を読む」

　映画やドラマの原作本を読んで、映像とはま
た違う味わいを楽しんでみませんか。
　ミステリー、時代小説、恋愛小説など、おすす
めの本を紹介します。

「２０２０年は、ねずみ年」
　ね・うし・とら･･･で始まる十二支。2020年の子
年は、新しいサイクルがスタートする年です。
　そこで今回は子年にちなんで個性豊かなねず
みが登場する本を紹介します。

　２月開催の「図書リサイクルフェア」にご提供い
ただける、ご家庭での不要本を収集します。
受付期間　12月20日（金）～1月19日（日）
＊図書館までご連絡のうえ、お一人さま100冊まで

（百科事典・辞書類はのぞく）お持ちください。
　くわしくは、図書館（電話 72-1410）までお問い
合わせください。

　高校生らしい感性とエネルギー溢れる素晴らし
い作品を展示していただきました。来館された皆さ
んにもとても好評でした。

『１２の問いから始める
　　　　　オリンピック・パラリンピック研究』

坂上康博　編著（かもがわ出版）

　今年７月には1964年以来、56年ぶりに東京でオリンピッ
ク・パラリンピックが開催されます。それまでにオリンピックの
事を、もっと知っておきませんか？「競技種目の種類やその
数」｢100ｍ走の世界記録の昔と今の違い｣また、｢大会を開く
にはいくらかかるのか｣など、データを元にわかりやすく示さ
れています。児童書ですが、大人の方も楽しめます。

1階

2階

12月28日（土）～1月４日（土）
年末年始休館（館内整理日含む）

 ６日（月） 休館
 11日（土） おはなし会（14:00～）　
 14日（火） 休館
 18日（土） おはなし会（14:00～）
 20日（月） 休館
 23日（木） ちいさいひとのための
  おはなし会（0～3歳）
  （10:30～）
 25日（土） おはなし会（14:00～）
 27日（月）～31日（金） 臨時休館
　　　（コンピュータ入れ替え作業と
　　　  館内整理日のため）

ゆめよみ館
1月のカレンダー

上南部分館 おはなしの会
1月は休みとなります

こんな本、いかが?

今月のオススメ 

リサイクル図書　収集のおしらせ

南部高校美術部作品展を行いました

そのほかにこちらも 
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
旅
行
日
記

ア
ル
バ
ー
ト・ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン 

著

（
草
思
社
）

手
塚
治
虫
と
ト
キ
ワ
荘

中
川
右
介 

著

（
集
英
社
）

手
と
手
を
ぎ
ゅっ
と
に
ぎ
っ
た
ら

  

横
田
明
子 

作

く
す
は
ら
順
子 

絵

（
佼
成
出
版
社
）

今月のオススメ 

町民の皆さんが普段の生活の中で、抱えている悩
みや困りごとを相談員の方に相談できる窓口です。

■人権・行政・登記相談
　◯1月10日（金）13：30～15：30
　　ふれ愛センター

■消費生活巡回相談
　◯1月16日(木)13:00~15:00
　　みなべ町役場

■農業資金相談
　◯1月22日(水)13：00～16：00
　　みなべ町役場
　○申込先　産業課（℡	72-1337）
　　※個別相談のため、事前申込が必要です。
　　　【1月17日（金）まで】

■生活お困り相談
　◯1月28日（火）13：30～15：30
　　みなべ町役場

■教育相談
　◯教育学習課
　　⃝学校は、℡	74-2191へ。
　　⃝幼稚園、保育所、学童保育所は、℡	74-3738へ。

■暮らしなんでも相談（町社協）
　◯毎週月～金曜日9：00～16：00
　　はあと館
　
■身近な民生委員・児童委員さんにご相談を

　民生委員・児童委員は相談内容に応じて必要
な支援が受けられるように行政や関係機関につ
ないでくれます。
　また、児童福祉を専門とする主任児童委員も
います。
お問い合わせ先  住民福祉課（℡ 72-2161）へ。

■県による巡回職業相談
　◯1月10日（金）13：00～15：00　
　　南部公民館

相談員が求人情報を提供、また求職の相談を受
けます。くわしくは、日高振興局企画産業課（℡
0738-24-2911）へ。

■田辺年金事務所年金相談
◯1月11日（土）9：30～16：00
　同事務所（田辺市朝日ヶ丘 ℡ 24-0432）へ。
ねんきんダイヤル　0570-05-1165

（IP電話・PHSからは℡03-6700-1165へ）
月曜日　　　午前8：30～午後7：00
火～金曜日　午前8：30～午後5：15
第２土曜日　午前9：30～午後4：00
※月曜日が祝日の場合は翌日以降の開所日初日

に午後7：00まで相談をお受けします。
※祝日（第2土曜日を除く）、12月29日～1月3日

は休み。

■延長窓口実施日時
　◯毎週木曜日 17：15～19：00
　　（年末年始、祝日は除く）
■開設場所　　住民福祉課
■交付できる証明書　　
　◎住民票の写し ◎印鑑登録証明書
　◎マイナンバーカードの交付
■連絡先　住民福祉課 ℡ 72-2161

夜 間（土曜日）・小児救急診療所

延 長 窓 口

◯毎週土曜日18：00～21：30
　（年末年始、祝日は除く）
　田辺市高雄一丁目23-1
　（田辺市民総合センター内）℡ 26-4909へ

各 種 相 談
など

　住民福祉課では、平日の開庁時間に来庁
できない人のために、時間外に証明書などを
発行します。
　サービスを利用される場合は、必ず当日の
午後5時15分までにご連絡ください。
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　11月16日～17日にかけて全国各地でウミガメの保護活動をされているボランティアや研究者が集まり、「第
30回 日本ウミガメ会議 みなべ大会」が開催されました。
　大会では、ウミガメに関するシンポジウムや大学生や研究者による研究発表が行われました。また、お子さん
が楽しめる移動水族館＆移動博物館、千里の浜での宝探しイベントも開催されました。

第30回日本ウミガメ会議 みなべ大会が開催

11月中の異動
出生 6人
死亡 13人
転入 20人
転出 21人
高齢化割合

（６５歳以上）３１．9％

人 の うご き

11月届出分（敬称略）（了承をいただいた方だけを掲載しています）

 11月末現在 （前月比）
 男 5,968人 （－5人）
 女 ６，６38人 （－3人）
 人口 １２，６06人 （－8人）
 世帯数 ４，８24世帯 （＋6世帯）

みなべ町HP


